
鎌倉文学館指定管理業務　実績評価　（平成30年度第2四半期）

1 利用の承認等に関する業務

　来館者数の動向　

　７月から９月までの来館者数は12,784人で、昨年の第１四半期より988人、約7.2％の減

となった。

　分析　

　７月の悪天候により、春の特別展「明治ＢＵＮＧＡＫＵクリエイターズ」の入場者が昨年度

より1,163人減少したことや猛暑などが影響し、第２四半期の来場者数が減少した。

2 施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

　施設・設備

ア　設備機器の保守点検について計画どおり行われた。

イ　収蔵庫燻蒸作業中、荷物が崩れリフトが停止した。燻蒸作業実施業者が破損部品を

　交換した。

　文学館資料

ア　収蔵庫内の温湿度管理が適切に行われている。

イ　文学館資料の特別利用について適切な事務処理によって行われている。（２件）

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

　展覧会

　事業計画どおり、収蔵品展、特別展及び常設展を開催した。

ア　特別展「明治、ＢＵＮＧＡＫＵクリエイターズ」

イ　特別展「富安陽子の世界」

ウ　常設展「鎌倉ゆかりの文学」

エ　ミニ特集「生誕140年　有島武郎」

オ　ミニ特集「生誕130年　真下喜太郎」

　普及事業

ア　富安陽子展のオープニングギャラリートーク、ワークショップ、おはなし会、文学講演会

　「富安陽子の世界」、他に資料解説講座など事業計画どおり開催した。

イ　角野栄子氏の朗読会を開催した。国際アンデルセン賞を受賞されたこともあり、参加

　者が増加し好評を得た。

　その他文学の振興及び文学館の設置目的を達成するために必要な業務

ア　夏の文学館スタンプラリーに参加した。（７月14日～９月17日）

イ　鎌倉市観光協会「鎌倉讃歌・ゆかたサービス」に協力し、ゆかたを着用した来館者の

　入館料を50円割引。

ウ　「長谷の灯かり2018」に参加し、夜間ライトアップに伴う夜間開館を実施した。７日間の

　期間中、１日は台風のため中止となったが、６日間で1,693名が来館し、盛況であった。

  (８月20日～26日）
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4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

　収蔵品の適切な保存、整理ができている。市職員の立ち会いのもと所在確認を行った。

（７月18日）

　資料の補修を適宜実施した。

5 その他市長が定める業務

　文学館資料の調査及び研究

　事業計画どおり、収蔵品展、特別展及び常設展を開催した。

　事務処理

ア　例月の指定管理業務報告書等が期日までに提出された。

　　（７月分：８月14日、８月分：９月12日、９月分：10月12日）

イ　展示替えに伴うホームページの情報更新が適切に行われていた。

ウ　市広報に展覧会や関連イベントの情報を掲載し、市民への周知を行った。

エ　市モニター広告を利用し、市役所本庁舎への来庁者に周知を行った。

　その他

ア　教育普及活動、社会貢献活動として、高校生の社会体験研修、大学生、

　教員のインターシップ、学芸員実習、職場研修を受け入れた。

イ　ＳＮＳを活用し、タイムリーな情報の発信を行った。

ウ　メディア対応を積極的に行った。

エ　学校や各種団体の視察等に対応した。

オ　文化財虫菌害研究所「文化財の虫菌害・保存対策研修会」に参加した。（１名）

カ　警備員教育・訓練を受講した。（２名）

6 全体評価

　特別展「富安陽子の世界」をはじめ、富安陽子氏のオープニングギャラリートーク、ワーク

ショップ、おはなし会、文学講演会はいずれも好評であった。今後も、観覧者の関心を集める

展示を引き続き行ってほしい。

　第２四半期の観覧者数（12,784人）は、前指定管理期間の平均値（15,236人）と比較する

と約9.7％と割り込んだ。平成29年度（13,772人）と比較しても約7.2％減であることから、

要因について十分に研究し、観覧者数の確保につなげてもらいたい。

　ＳＮＳを活用し、随時情報発信することで来館者のニーズに応えることができていた。

効果的な広報、情報発信について今後も続けられたい。

　施設・設備管理について、事業計画に基づき適切に行われている。施設、設備ともに

老朽化が進む中、日頃から適宜点検に努め、重大な事態を未然に防いでいる。今後も

修繕箇所を予め把握し優先順位をつけて修繕を行っていくよう留意されたい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(2)

(3)

(1)

(2)

(1)



鎌倉文学館 平成30年度 第２四半期　判定評価

配点
第２四半期
評価結果 減点

来館者数の動向

入館者数が前指定管理期間の同四半期の平均値と比較して80％以上の水準にある
か（不可抗力を原因とするものを除く）

5 〇

特別利用

資料に悪影響が出ないよう適正な承認を行っているか 10 〇

施設・設備の維持管理

定められた点検が実施されているか 5 〇

不具合箇所を放置せず、必要に応じて修繕を実施しているか 5 〇

庭園、進入路などの手入れはきちんとされているか 5 〇

文学館資料の維持管理

収蔵品の所在は確認されているか 3 〇

温湿度管理など、収蔵品が適切に取り扱われているか 5 〇

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

展覧会

館及び展覧会の周知が積極的に図られているか 5 〇

計画どおりに展覧会が開催されているか 10 〇

普及事業

計画どおりに普及事業が行われているか 5 〇

文学館資料の調査及び研究

計画どおり調査・研究が進められているか 5 〇

調査・研究の成果を市民等に公開されているか 5 〇

その他必要な業務

来館者ニーズの把握・反映につとめているか 5 〇

4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

収集、保存、整理

文学館の趣旨にあった資料の購入ができているか 5 〇

寄贈・寄託の手続きが適切に行われているか 5 〇

劣化した資料の修繕や補修が行われているか 5 〇

基準に沿った資料整理が行われているか 5 〇

5 その他市長が定める業務等

事務処理

決められた期日までに報告書は提出されているか 5 〇

市との連絡調整はきちんとされているか 5 〇

市と協議を行った事項は確実に実施されているか 5 〇

固有の銀行口座で適正な会計処理を行っているか 10 〇

苦情対応

来館者や近隣との間のトラブルに適正な対処をしているか 5 〇

苦情・要望への迅速な処理、市への報告がなされているか 5 〇

その他

適切に収蔵品管理システムが運用されているか 5 〇

備品や文学案内板等の管理が適切になされているか 5 〇

研修等自己啓発の努力がされているか 3 〇

災害時の対応ができるよう、準備はされているか 3 〇

個人情報は適切に管理されているか 10 〇

0

実施されている場合‥○　実施されていない場合‥×　 減額率

減点の合計 減額率

　 10～15 5%

　 16～20 10%

21～ 20%

評価項目

1 利用の承認等に関する業務

2　施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

減点の計
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